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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
現状はどうなっているかというと，２つの大きな想定のものこのようになっている．私の感想を言うと．1986年噴火の事例にあまりにも寄りすぎている．S2などの大きな噴火やカルデラ外での割れ目噴火から始まるケースに対する備えが甘いのではないかと思います．
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